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中国建国直後(1949-1960)の住宅建築
と社会主義政策の関連性
―政治都市北京を中心に―
RELATION BETWEEN RESIDENTIAL BUILDING AND SOCIALIST POLICYAFTER PRC FOUNDING
IN POLITICAL CITY BEIJING
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
This paper showed that the policy power of the Chinese government in the 1950s linked to the development
of housing construction directly. For several collective houses built from 1949 to 1960 which were existed, I
made on-site research, recording and measuring the status of residential buildings.
The residential areas built in Beijing in the 1950s is not only a copy from the Soviet Union. The design of
public spaces and green is an ideal production that Chinese architects combined the socialist system with the
modern residential area planning theory.
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１．はじめに
20 世紀 50 年代、住宅不足のため、中国政府は全ての国
民に福祉住宅を提供し、仕事場と居住区を合併した政策
がある。ソ連から社会主義のイデオロギーを導入するこ
とに伴って、工法と計画なども全面的に持ち込んだ。た
だし、ソ連への模倣だけではなく、海外の留学経験があ
る建築家たちは社会主義国の集合住宅のあり方を模索し
つつ、未来の社会主義ライフスタイルを実現するため数
多く試みられた。
本研究は、北京の集合住宅における発展と現状を記録
することにより、社会主義集合住宅の空間特性を総括す
る。その後、同時期の政策を考察して、住宅設計との関
連性を明らかにすること。建築史と住区理論に基づいて、
実測と比較で空間原理を分析する。
２．中国社会体制の変化と配分制度
（１）1949 年-1960 年の社会体制の変化
清時代の終焉に迎えて、中国の社会体制が二つの段階
に分けたと思われている。1919 年から 1952 年の新民主主
義時期とその後の社会主義である。1952 年、中国政府は
以前の土地契約関係を一切無効にし、土地所有権を再配
布した。1954 年、政府は土地の国有化の法案を起草して、
社会主義のイデオロギーを強化していた。全ての資源と
土地を国有にした結果、1958 年の人民公社運動が行って、
全体主義に似てる時期に踏み込んだ。
（２）経済制度と住宅の配分
建国後の十年間、毎年の住宅建設はわずか政府予算の
一割以下しか占めていなかった。集合住宅の数が増える
が、都市のニーズを全く満たせないと言える。社会主義
制度に基づく住宅配分政策の合理性があるが、見逃せな
い問題点もある。
３．建国前後、北京の都市計画と集合住宅の建設
（１）王都の中心軸
中国の伝統的な都市の顕著な特徴の一つに上げられる
のは、都市の中軸線である。宮城、皇城など重要な建築
群はこの中軸線に沿って配置され、同時に中軸線によっ
て街全体と直結して他の東西方向の道を貫く幹線を構成
したのである。また、中軸線の左右はほぼ線対称となっ
ている。
（２）西郊の開発と住宅不足問題
第二次世界大戦の爆発を契機として、日本政府の介入
によって、北京の都市計画は新たな変容を遂げた。日本
政府と民国政府の都市計画者たちは近代都市計画理論
（住区構成、市街化禁止区域の設定等）を用いて、北京の
都市計画に手を加える始めた。西郊新市街の建設をきっ
かけとして、北京都心の移動がこれからもたらした。
（３）西へ偏移する都心
北京が再び新中国の首都となった同時に、都市計画は
混沌の時期に入った。留学経験がある建築家たちは西郊
新市街を利用して、政府機関を西側に配置する計画を提
出した。一方、ソ連の建築家は、北京が政治の中心であ
るだけでなく、中国の工業の中心になり、社会主義国の
モデル都市になるべくと強調した。北京の未来像につい
て、両者は多くの提案と議論を行った。都市計画案の変
更に伴って、北京の住宅建設も進化している。
図１ 「新都市計画」における政府機関の位置
（４）住宅建設の停滞期
1958 年、大躍進運動に伴い全国の人民公社化を促進す
るため、新しい都市計画案によって、工場は居住区及び
文化施設とセットされ、郊外に移動した。工業都市の計
画案を廃止して、都市と農村を結びつける田園都市を目
指した。
４．中国集合住宅空間の理論と発展
（１）集合住宅の理論
中国建国後の建築理論と都市計画論が、基本的には欧
米と日本に留学した建築家たちに築き上げられた。ソ連
政府は中国に援助することは事実だが、主に人材派遣と
技術導入である。この時期に建てられた住宅地が中国建
築家は先進国の都市計画論を用いながら、中国伝統的な
思想を反映した特有なものと言える。
a) 田園都市
中国建国直後に、集合住宅の発展がソ連に大きく影響
されることは否定できない。例えば、拡大街区と居住小
区の住居計画理論、リビングルームの設置など。ただし、
住宅地の設計は常に国情や固有の文化に合わせて、改善
される傾向がある。社会主義イデオロギーしか生まれな
い集合住宅の形態をめぐって、建築家はさまざまなこと
を試みていた。拡大街区にせよ居住小区にせよ、住宅制
度を社会主義イデオロギーと関連づけ、対応関係を見つ
けようとしていた。住宅地のレベルシステムと社会管理
のレベルシステムがそれぞれに対応すべき、社会主義イ
デオロギーの影響を受けた住宅設計はそのような特徴を
持っている。
b) 新村思想
新村思想がより理想的な人間関係と居住形態を追求す
る。社会主義の理想と言うより、共産主義の最終目標に
似ている。建国直後に全国で建設された「工人新村」は、
生産力の欠如のために新村思想によって提唱された共同
体とは非常に異なったが、労働の重要性及び平等性、共
同生活などを取り入れた。この理想は政策と配分制度の
変化に伴って、集合住宅設計における反映結果も絶えず
変わっていく。
（２）北京の集合住宅空間
北京に現存している集合住宅から政策の変化を解読で
きるし、建国初期の建築家たち構想した社会主義生活の
イメージを見られる。住宅に囲まれる中央の空間は社会
主義の共同生活を促進できるコミュニケーション空間で
ある。その上に、緑の密度を高めることによって、自然
と馴染むような環境を求める。
a) 復興門外真武廟近隣住区
近隣住区の配置方法を利用して、中庭を持っている住
宅地が道路に囲まれる。しかし、配分制度で食料品と日
常用品の購入は限られたので、大型のサービスセンター
を設けていない。
図２ 復興門外真武廟近隣住区の配置図
b) 三里河拡大街区
住棟配置は線対称を強調し、周辺式及び双周辺式の配
置方法を使用している。復興門外真武廟近隣住区に比べ
れば、中庭に広々としたパブリックスペースを備えて、
さらにいくつ公園のようなオープンスペースを設計した。
中庭は周囲の道路から隔てられ、住民に静かな生活環境
を提供することを望む。
図３ 三里河一区の配置図
c) 八里荘紡績工場居住区
八里荘紡績工場居住区は北京城外で、拡大街区制度に
よる最初の労働者拡大街区である。1953 年から 1960 年ま
での八年間、合計三つの工場とそれぞれの労働者社宅街
を立ち上げた。計画する前の敷地はほとんど荒れ地なの
で、三里河拡大街区に比べると、同じく周辺式配置を使
用したのに、内部道路はより整然としたものであり、よ
り多く緑のスペースと幅広い道路を設置した。
図４ 八里荘紡績工場二号場居住区の配置図
d) 幸福村居住小区
北京最初の居住小区理論に基づいて設計された幸福村
居住小区は、ほとんど以前の拡大街区の特徴を見られな
い。たとえば、住棟の配置が対称性を強調せずに、地形
と道路による合理的な形を構成する。住民のニーズと周
辺環境の調査結果に基づいて、大規模の公共施設を建設
した。豊かな緑と内部道路が巧妙に組織され、公園のよ
うな自然環境に形成した。
図４ 八里荘紡績工場二号場居住区の配置図
５．結論
中国建国後、すべての建築家は「社会主義の集合住宅」
のプロトタイプを探求しつつある。広々とした対称的な
公共空間、囲まれた中庭、豊かな自然環境、これらの特
徴が建国後の居住区にほとんど見られる。
閉じられた空間と低層集合住宅によって、住民は自然
環境でのコミュニケーションを楽しめるようになり、さ
らに、中庭空間の利用を促し、現存している 1950 年代の
居住区は活力に満ちている。 首都の都市計画が最初に行
われた時、集合住宅建設の最初目的は引き継がれる道路
ネットワークと近代都市開発の成果を利用することで、
より多くの労働者により多くの住宅を提供すること。そ
して、北京の政府機関の移動に伴い、集合住宅建設の目
的は通勤と生産の促進になった。ソ連の影響を受けて、
政治的に正しい社会主義国を真似ることは最優先に変わ
った。建設と反省を繰り返して、やがて建築家は社会主
義的な集合住宅が現在の政策に左右され、明確なパター
ンを持っていないことを気づいた。 政策の影響こそ、中
国における住宅設計の多様性が現れる。
参考文献
1)呂俊華＋張傑＋Peter ・ G ・ Rows『中国現代都市住宅
（1840-2000）』 清華大学出版社、2003
2)包慕萍「上海居住環境の二百年」『全球都市全史研究
会報告書 居住環境類型からメガシティのグローバル
な連環と動態を捉える』 総合地球環境学研究所・メ
ガ都市プロジェクト、2014
3)八束はじめ『ロシア・アヴァンギャルド建築』INAX出
版社、1993
4)董光器『北京規劃戦略思考』中国建築工業出版、1998
